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 11 月２日（水）、３日（木・祝）の２日間にわたり開催した、文化・芸術の祭典『生涯学習フェスティ

バル』の模様をお伝えします。 
２日・３日の両日開催した【作品展示】は、町内の各種団体・個人が出展した工芸品や絵画など様々な

作品が展示会場を埋め尽くし、訪れた方々はレベルの高い作品に見入っていました。 
 ３日に開催した【ステージ発表】では、19 ステージの発表がありました。歌や踊りなど日頃の練習の

成果を存分に発揮した素晴らしい内容に、会場は拍手の嵐に包まれました！ 
 この他にも、健康に関しての各種体験・相談コーナーに多くの方が訪れた【健康づくりフェスティバル】、

婦人会と小学校児童による【町民茶席】、【交通安全フェスティバル】や【町民ウォーキング】など昨年を

上回るボリュームで開催され、「文化・芸術の秋」を満喫した２日間となりました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成 23 年 11 月 7 日 発行 
編集：出雲崎町公民館 

℡0258-78-2250 
出雲崎町民体育館 
℡0258-78-4700 

今月号の公民館だよりには、以下のチラシが折り込んであります。こちらもぜひご覧ください。 
・『ガーデニング教室（第７回）参加者募集』  ・『第６回新潟県まちなみネットワーク出雲崎大会』 



～みなさんの身近な情報をお寄せください。～ 

 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 中央公民館   町立図書館（海岸公民館）  

  ヴァチカン物語 
・・・塩野 七生 著 

  野球にときめいて 
         ・・・王 貞治 著 
  福島原発の真実 
       ・・・佐藤 栄佐久 著 

   

スティーブ・ジョブス脅威のイノベーション 
       ・・・カーマイン・ガロ 著 
  龍馬奔る 
          ・・・山本 一力 著 
  東日本大震災 心をつなぐニュース 
           ・・・池上 彰 著 
 

 10 月 8 日（土）から 10 日（月・祝）の 3 日間、町民体

育館と海岸地区妻入りの町屋等の計 11 会場において、「第

7回妻入り街並ギャラリー＆街並スケッチ画展覧会in町民

体育館」を開催しました。 
 今回は、毎年一部のみを展示している東京藝術大学の大

学院生及び大学生による「街並スケッチ画」全 346 点を全

て展示しました。作品の中には今では見ることができない

箇所もありますが、訪れた方がそのスケッチ画を通して当

時を想い描く姿が印象的でした。 

 10 月 26 日（水）に、今年で第５回目となる「未来の夢こども体

験講演会」が出雲崎小学校・中学校で開催しました。 
 講師に JAXA（宇宙航空研究開発機構）で小惑星探査機「はやぶ

さ」の開発に携わった細田聡史氏を迎え、午前は小学生、午後は

中学生を対象に、「はやぶさ」や宇宙の不思議についての講演が行

われました。 
 児童・生徒たちは宇宙の事に一層興味を持ったようで、質疑応

答では「どうすれば JAXA で宇宙の研究ができますか？」、「地球

以外の惑星に生物はいますか？」など多くの質問をしていました。 

○文化コース「地元の食材料理」～ｺﾝﾆｬｸを作ろう！ 

【日時】11 月 22 日（火）13:30～ 
【場所】中央公民館調理室  
【講師】農村地域生活アドバイザー 

お申込みは中央公民館（℡78－2250）まで 

 

▲小惑星イトカワの模型に興味津々 

 

☆ 総合大学生以外も参加できます ☆ 

 ○理科コース「健康教室２」体の健康～運動編～ 

【日時】12 月 2 日（金） 13:30～ 
【場所】中央公民館講堂 
【講師】安野加代子 様 



公民館 E-Mail：syakyou-k@town.izumozaki.niigata.jp 
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～皆さんの身近な情報をお寄せください～ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ７日（月）19：00～ 

２１日（月）19：00～ 

～トレーニングルーム～ 

１１月の指導員日程 

お気軽にお声かけください。 

 10 月 15 日（土）に柳津町・出雲崎町姉妹都市交流事業第２回親善卓球大会を開催しました。本来であれば

今年は出雲崎町で開催予定でしたが、東日本大震災や７月の新潟・福島豪雨による被害からの１日も早い復興

を目指す柳津町を出雲崎卓球クラブが激励に訪れました。 
 試合は５vs５のシングルスと１組の男女混合ダブルスを行い、勝敗は両町譲らず最後までもつれましたが、

６－５で柳津町の勝利となりました。試合後は笑顔で握手を交わし、両町の友好が一層深まりました。 
また、あいにくの天候のため中止となった親善野球大会は、11 月 13 日（日）に出雲崎町民野球場にて開催 

いたしますので、ぜひ応援にお越しください。 

 11 月３日（木）、「第５回町民ウォーキング」を開

催しました。参加者 38 名+犬１匹が、秋の出雲崎

6.0km コースを歩きました。 

町体→下小竹→井鼻→石井町→米田→町体 




